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奈良市中ノ川とその周辺の新第三系・第四系の層序
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　　　　　　　　　　　　　　Nara　City，central　Japan

Yoshinari　Kawamura＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　Detailed　geological　mapPing　has　revealed　the　stratigraphic　sequence　of　Neogene　and　Quatemary　sediments　with

andesite　in　Nakanokawa　and　its　vicinity．The　sediments　are　divided　into　six　geological　units：the　Jigokudani　Fo㎜ation，

Sonoha　Gravel，Mikasa　Andesite，Osaka　Group，oldertemce　deposits，and　alluvium，in　ascending　order．Ofthese　units，

thefirstthree　areassignedto　the　Middle　Miocene，and　the　Osaka　Group　is　Late　Pliocene　to　Early　Pleistocene　in　age．The

olderterrace　deposits　and　alluviumare　also　oflate　MiddlePleistocene　andHolocene　agerespectively．

　TheJigokudani　Fo㎜ation　crops　outin　such　three　separate　areas　as　east　ofMikasa－onsen，east　ofNakanokawa，and　the

area　along　Tsukigase　Road．East　of　Mikasa－onsen，it　is　composed　of　tuff　and　conglomerate，whereas　it　consists　of

altemating　beds　of　s＆ndstone　and　mudstone　with　lignite　east　of　Nakanokawa．Along　Tsukigase　Road，it　is　composed

mainly　oftuffwith　tuffaceous　sandstone　and　mudstone．Unfortumtely，the　stratigraphic　relationship　among　the　sediments

in　these　three　areas　are　unknown．

TheSonohaGravel，whichiswidelydistnbutedinthestudyarea，unconfomablyoverliestheJigokudaniFo鉦nation．It
is　composed　mainly　ofrounded　to　subrounded　cobbles　and　pebbles．The　Sonoha　Gravel　is　dated　atbetween15．5Ma　and

13．l　Ma，basedonradiometric　dates　oftheunderlyingJigokudani　Fo㎜ation　and　overlying　MikasaAndesite．The　latter　is

represented　by　black　augite　hypersthene　andesite．Pyroclastic　rocks　usually　occ皿just　below　the　andesite．

　The　Osaka　Group　in　the　study　area　is　composed　of　unconsolidated　mud，sand　and　gravel　with　thin　volcanic　ash　layers．

Its　distribution　is　divided　into　westem　and　eastem　areas　by　the　intervening　Sonoha　GraveL　The　Osaka　Group　in　the

westem　area　has　already　been　described　by　Kawam皿a（1993），and　thus　that　in　the　eastem　area　is　only　described　here．It

consists　mainly　ofirregularly　altemating　beds　ofgray　mud　and　pebble　gravel，and　contains　thin　intercalated　volcanic　ash

layers，of　which　the　Kaseyama　II　Volcanic　Ash　Layer　is　traceable　as　a　maker　bed．The　older　terrace　deposits

unconfo㎜ably　overlie　the　Osaka　Group．They　consist　mainly　ofsubrounded　to　subangular　cobble　and　pebble　gravels，and

occurin　and　aroundtheMidodgaokaFiltrationPlant．

　The　Neogene　and　Quatemary　sediments　generally　dip　gently　west　to　west－north－west，but　a　very　slight　syncline　is

recognizable　in　Nakanokawa．Ofthe　three　faults　found　in　the　study　area，the　Onigatsuji　Fault　is　the　most　prominent，and

mns　eastto　west　along　the　southem　margin　ofthe　areamapped．

　The　present　detailed　mapping　has　also　shown　thatthe　geological　map　recently　published　by　Ozakiαα1．（2000）contains

many　stratigraphic　problems　in　the　distribution　and　division　ofthe　Neogene　and　Quatemary，as　far　as　the　study　area　and

the　a両acentNaraHills　are　concemed．These　problems　are　also　discussed　here．
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は　じ　め　に

　京都盆地と奈良盆地の境界にあって，京都府と奈良県の府

県境に沿って東西にのびる奈良丘陵には，鮮新・更新統の大

阪層群が広く分布している．筆者は1974年にこの地域の詳

細な調査を開始し，翌年にはその成果の概要を報告した（河

村，1975）．その後，故中山勝博氏の協力を得て，その成果

を一連の論文にまとめることができたが（河村・中山，1989；

河村，1993，1994；中山・河村，1993），これらの論文には，
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奈良丘陵の東南端に位置する奈良市中ノ川とその周辺地域で

の調査結果をのせることができなかった．それは，この地域

に大阪層群ばかりでなく，その下位にある新第三紀の多くの

地質単元が複雑に分布していて，筆者のそれまでの調査がか

ならずしも十分ではないと考えたからである．それらの地質

単元とは，地獄谷累層（棋山，1926；粉川，1954，1956），

ソノハ礫層（糸魚川ほか，1953；粉川，1954，1956），三笠

安山岩（春本，1932；粉川，1954，1956）で，これらと同様

のものや大阪層群は，この地域の東や南に広がる大和高原北

部と奈良盆地北東部にも分布している．このような地質単元

の層序・年代と相互の関係を解明することは，大和高原北部

や奈良盆地北東部の新第三紀以降の地史やテクトニクスを考
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える上で重要なことで，これまで多くの研究者がそれら諸単

元の研究を行ってきた．しかし，研究者によってその層序・

年代や相互の関係についての見解にかなりの違いが見られ

た．

　それらの諸単元の分布域の中で，上に述べた奈良市中ノ川

とその周辺地域はそれらの層序や相互関係がよく観察できる

地域の一つである．そこで筆者は1974年以来独自に集めて

いたデータと最近の補足調査によって得たデータにもとづい

て，この地域の新第三系・第四系の層序を記載し，各地質単

元の関係について筆者なりの見解を示すことは有意義なこと

と考え，それを本稿にまとめることにした．

　この地域のように，都市近郊の丘陵・山地では近年の宅地

開発や道路・河川の改修などによって，観察できる露頭が著

しく減少し，また山間の田畑や山林が放置されることによっ

て露頭の観察が困難になっている場合も多く，以前の観察に

よって得られたフィールドデータは貴重である．しかし，粉

川（1954，1955，1956）以外の従来の研究では，層序に関す

る具体的なフィールドデータが十分に示されずに，結果や解

釈がまとめられているものが少なくなった．そこで，本稿で

は1974年以降に収集したフィールドデータのうち，できる

だけ多くのものを具体的に示して，この地域の層序をまとめ

ることにした．この地域の新第三系・第四系の層序をまとめ

ることよって，筆者の奈良丘陵の研究は一応完結することに

なるが，共同研究者として奈良丘陵をともに調査した故中山

勝博氏を追悼するという意味で，この論文を氏の霊前に捧げ

たい．

嵩岩と呼ばれる粗粒の花崗岩である．この花崗岩は調査地域

の南縁に沿って三笠温泉の東から鬼ヶ辻の東までと調査地域

東縁，それに中ノ川の北方～北西方に分布しているほか，飯

守町付近の佐保川の谷沿いにもわずかに露出している（Fig．

2）．それらの地域では，このような花崗岩は起伏の大きい山

地の地形をつくっていることが多い．この花崗岩を覆って中

新統の地獄谷累層が見られる．この累層は三笠温泉の東側で

は凝灰岩と礫岩からなる地層になっており，中ノ川東方の地

点23付近では亜炭を伴う砂岩・泥岩互層，中ノ川南東の地

点25から西へ月ヶ瀬街道に沿う地域では凝灰岩を主とする

地層になっている．分布地がそれぞれ離れていて互いに岩相

も異なるので，それぞれの地層の関係はこの地域のデータだ

けではわからない．地獄谷累層を不整合に覆って，ソノハ礫

層が調査地域中央部に広く分布する．ソノハ礫層は佐保川の

谷より北では，大阪層群のつくる丘陵よりやや急な地形の丘

陵を，この谷の南側では山地の斜面をつくっている．ソノハ

礫層は飯盛山で次に述べる中新世の三笠安山岩に覆われるた

め，中新世のものと考えられる．三笠安山岩は本調査地域で

は，飯盛山山頂付近と三笠温泉周辺に分布して，佐保川の谷

以南の山地の頂部をつくっている．このほか飯守町の西の国

道363号線沿い（地点1）にもわずかに分布している．鮮新・

更新統の大阪層群は未固結の泥・砂・礫からなり，調査地域

西半と中ノ川周辺に広く分布し，一般になだらかな丘陵の地

形をつくっている．この大阪層群を不整合に覆って，緑ヶ丘

浄水場付近の段丘面をつくる段丘堆積層（礫層）が見られる．

調査地域の比較的大きな谷（佐保川の谷や本調査地域東端の

南北の谷など）の底を埋めて沖積層が分布する．

地形・地質の概要

　今回の調査地域の南部には東西方向にのびる広い谷があっ

て，その中を佐保川が小さな蛇行を繰り返しながら東から西

へと流れている（Fig．1）．この谷の北にはこれと平行した東

西方向の尾根があり，奈良阪付近から緑ヶ丘浄水場を経て中

ノ川の西まで達している．緑ヶ丘浄水場の東にある地点3付

近から西では，この尾根上に段丘面が見られる．調査地域西

半では，この尾根から北西へ丘の頂部が次第に低くなり，上

梅谷周辺の低い丘陵に移り変わる．この丘陵は東へ次第に高

さを増し，調査地域東半の中ノ川の北西方や北方では南北性

の深い谷に刻まれた山地となる（地点22の北方および北西

方）．上記の東西方向の尾根は，中ノ川とその周辺で南北に

幅が広がり起伏の小さな丘陵になる．この丘陵は調査地域東

端の南北方向の谷（地点25から23にのびる谷）より東では

山地に移り変わる．佐保川の谷より南の地域は，三笠山（若

草山）の北斜面にあたり，起伏の比較的大きな山地の地形に

なっている．ここでは飯守町の東にある飯盛山（標高225m

ないし228m）や三笠温泉のある三体山（粉川，1956による

名称で標高は214m）が他からやや独立した小丘として目

立った存在になっている．また飯盛山の南にはほぼ東西にの

びる尾根が見られる．

　調査地域の新第三系・第四系の基盤は，中島（1960）や嶋

倉ほか（1971）の柳生型花崗岩またはその一部を指す鳴川花

新第三系・第四系の層序

1．地獄谷累層

　地獄谷累層は本調査地域を含む奈良盆地北東縁と大和高原

の北西部に点々と分布する累層で，棋山（1926）がはじめに

「地獄谷層」と命名し，その後粉川（1954，1956）がその内容

を詳しく記載した．その主要な分布地は，本調査地域の南東

約4kmの地獄谷地域と，さらにその南東約3kmにある田

原盆地である．上に述べたように本調査地域内においてもそ

の分布は切れ切れになっていて，それぞれの分布地の間の地

層の相互関係は，この地域のデータだけでは明らかにできな

かった．従来の研究で，この地域の地質図が示され地獄谷累

層の層序区分が行われているもの（粉川，1954，1956；Ikebe

andShimakura，1968；横田ほか，1978；尾崎ほか，2000）で

は，それらの関係は一応は示されてはいるが，研究者によっ

て分布や相互の関係についての見解が異なる上に，筆者の調

査でもそれらの関係を示す明確なデータは得られなかった．

従来の研究では，地獄谷累層全体の層序区分や各分布地域で

の層序，その上位にあるソノハ礫層や三笠安山岩などとの関

係についても，研究者によって実に多くの異なった見解が示

されているので（粉川，1954，1956；島倉，1963；嶋倉ほか，

1971；松岡，1974；横田ほか，1978；中川ほか，1983；西

田，1984，1990；尾崎ほか，2000），将来は地獄谷累層の主
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Fig．1．Locations　of　the　study　area，the　route　map　of　Fig．5，and　the　important　localities　described　herein（1－26）．The　mapped　area　of

Kawamura（1993）isals・sh・wn．Thescale1：25，000mapsheets“N肛a”and“Yagyu”publishedbytheGe・graphicalSurvey
　Institute　are　used．

要な分布地で詳細な調査を行って標準的な層序を確立し，鍵

層を見い出して各地域に分布するものを相互に対比するとい

う手法での研究が必要であろう．ここでは本調査地域内での

地獄谷累層の特徴を分布地ごとに記載し，それら相互の関係

については，将来の研究に委ねることにしたい．

（1）三笠温泉の東側から飯守町の南にかけての地域

　三笠温泉の東側の斜面の谷沿いには小露頭があって（Fig．

1の地点2付近），灰白色～黄白色の凝灰岩（厚さ1～2m）

と比較的硬くしまった礫岩（厚さ1～4m）が交互に繰り返し

現れるのが観察される（Fig．3の地点2の柱状図）．凝灰岩に

は，まれに安山岩の径50cm程度の巨礫が含まれているが，

この安山岩は三笠安山岩とは異なるものである．礫岩は粗粒

砂の基質が多く砂礫岩ようになっている場合もあるが，中～

細礫サイズの円～亜円礫がぎっしりつまったものが多く，礫

種にはチャートが非常に多い．このような礫岩そのものの岩

相はソノハ礫層のそれとは明らかに異なるが，この地域の地

獄谷累層には頻繁に凝灰岩が挟まれている点でもそれとは容

易に区別できる．

　この斜面を東へ進んだ飯守町の南の谷間には，花崗岩の直

上に厚さ5m以上の花崗岩質の巨礫層が見られる露頭があ
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る（Fig．5の地点B）．大磯～巨礫サイズの円～亜円礫が主体

の礫層で，径50cmに達する巨礫も見られる．基質は比較的

多く，風化した花崗岩のように見える粗粒砂からなり，比較

的軟らかい．礫種には花崗岩，片麻岩が多いが，チャートも

かなり見られる．この巨礫層は，この地域の基盤直上にある

地獄谷累層の最下位層を表すものと考えた．

　この地域で地獄谷累層やその上位にあるとされる地層は，

従来の研究で示された地質図では次のようにされている．粉

川（1954，1956）の地質図では地獄谷層中・下部（中部は花

崗岩質砂岩，下部は巨礫岩），Ikebe　and　Shimakura（1968）で

は地獄谷累層の鬼ヶ辻層（シルト，粘土，亜炭）とその上位

に重なる安山岩質凝灰岩，横田ほか（1978）では地獄谷層（円

礫層を主とする），中川ほか（1983）では石英安山岩質凝灰岩

とその上位のソノハ礫層，尾崎ほか（2000）では下位が石仏

凝灰岩，上位が飯守礫岩層（ともに地獄谷累層）とされてい

て，それぞれが互いに大きく異なる上に，上に述べた筆者の

観察とも異なることがわかる．

（2）中ノ川東方の地域

　中ノ川東方で県道33号線に沿った露頭（Fig．1の地点23）

に地獄谷累層がよく露出していた（Fig．3の地点23の柱状

図）．この地域の地獄谷累層の露頭はここだけで，ここでは

地獄谷累層が断層でソノハ礫層やその上位の大阪層群と接し

ているのが観察された（Fig．4）．この露頭では花崗岩の上に，

灰色～褐色の砂岩（厚さ0．3～4m）と灰色の泥岩（厚さ0．2～

1．5m）の互層が重なっており，その上位には厚さ約3．5mの

亜炭層が見られた．亜炭層には薄い2層の凝灰岩層が挟まれ

ていた．下位の凝灰岩は厚さ約40cm，中・細粒で下位から

ピンク色の部分，黄色の部分，灰黄色の部分，炭質の部分，

褐色がかかった灰白色の部分の5層に分けられた．上位の凝

灰岩は厚さ10～25cm，中・細粒で均質であり，全体に淡い

ピンク色を呈する．互炭層より上位では，中礫サイズの礫層

と亜炭質の泥岩が順に重なる．

　調査地域内では，地獄谷累層がこのように砂岩・泥岩互層

からなり，火山性物質が少なく，厚い亜炭層を伴うという岩

25
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Fig．3．Columnar　sections　ofthe　Jigokudani　Fo㎜ation．For　the　locations　ofLocalities2，23and25see　Fig．1．
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Jigokudani　Formation
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Fig．4．Relationship　among　the　Jigokudani　Fo㎜ation，Sonoha　Gravel　and　Osaka　Group　at　Locality23．The　sketch　was　drawn　on　November

　13th，1974．

相を示す場所は他にはなかった．この亜炭層はかつて稼行さ

れていたようで，粉川（1956）が中ノ川炭坑と呼んでいるの

はこの場所のことである（粉川，1955，1956のLoc．9）．粉川

（1955，1956）はこの地点からAl朋s　sp．，g肥rc配s（Cycloわα1αnμs）

sp．，Sり槻xo伽ss∫o’4εs　Miki，？？Mαch珈s　sp．といった植物化石

を報告しているが，このうちのS．oわαss∫o∫4εsは粉川（1955）

によれば，地獄谷累層の表徴種と言えるものである．また島

倉（1963）はこの地点から花粉化石を，嶋倉ほか（1971）は珪

藻化石を報告している．

　この地域の地獄谷累層は，粉川（1954，1956）の地質図に

は地獄谷層中・下部（花崗質砂岩と巨礫岩）として表されて

おり，島倉（1963）の地獄谷累層の分布図にも表されている．

しかし，横田ほか（1978）や中川ほか（1983），さらに尾崎ほ

か（2000）の地質図ではこの地域にソノハ礫層が分布してい

ることになっていて，地獄谷累層は見落とされているようで

ある．

（3）月ヶ瀬街道に沿った地域

　Fig．1の地点25では国道363号線に沿う大きな露頭が

あって，地獄谷累層が露出していた（Fig．3の地点25の柱状

図）．ここでは最上部にソノハ礫層があり，侵食面を挟んで

この露頭の地獄谷累層の最上位にあたる灰色の凝灰質砂岩が

接していた．この凝灰質砂岩の下位には白色凝灰質砂岩と灰

白色凝灰質泥岩が細かく繰り返す砂岩・泥岩互層が見られた

が，侵食面より約10m下からは層理の明瞭な何層もの白色

凝灰岩や砂質凝灰岩，凝灰質泥岩・砂岩，軽石や岩片を多量

に含む凝灰質砂岩になっていて，その厚さは25m以上にも

およぶ．この中の白色凝灰岩にはピソライトを含むものがあ

り，侵食面から約26m下位の層準には径1mにもおよぶ花

崗岩の巨礫が入っているのが観察された．

　ここから月ヶ瀬街道と呼ばれる旧道が国道から分かれて西

へのびているが，この街道沿いと鬼ヶ辻付近の佐保川の河床

に地獄谷累層が分布している（Fig．2）．この地域では主に灰

白色～黄白色凝灰岩や凝灰質砂岩，凝灰質泥岩が見られ，全

般に地層は凝灰質で火山性物質に富む．そのようなことから

地点25に見られる地層も含めて，この地域の地獄谷累層は

Fig．2の地質図では凝灰質砂岩・泥岩を伴う凝灰岩を主とす

る地層と表現した．このような点でこの地域の地獄谷累層は

火山性物質が少ない中ノ川東方の地獄谷累層とは岩相が大き

く異なり，また礫岩がほとんど見られないことで三笠温泉東

側の地獄谷累層とも岩相が異なっている．なお，この地域の

地点26では凝灰質でない厚さ2m以上の泥岩が凝灰岩層の

間に挟まれていて，粉川（1956）はそこから地獄谷累層に特

徴的なSり槻xoわαss∫o∫48sの種子化石を採取している．また

島倉（1963）は地点26から地点25にかけての露頭から花粉

化石を得ており，その花粉組成は中ノ川東方（地点23）のも

のと比較的よく似ている．また同じ地点では珪藻化石も産出

している（嶋倉ほか，1971）．さらに尾崎ほか（2000）は地点

26付近の「石仏凝灰岩」を採取し＊，フィッショントラック

年代を測定して，15．5±0．7Maという値を得ている＊＊．

　従来の研究では，この地域の地獄谷累層は次のようにされ

ている．粉川（1954，1956）の地質図では，地獄谷層上部の

石英安山岩質凝灰岩に（南側のごく一部はその中・下部とさ

れる），IkebeandShimakura（1968）の地質図では北側の石仏

凝灰岩と南側の鬼ヶ辻層（シルト・粘土・亜炭）に，横田ほ

か（1978）の地質図でも北側の石仏凝灰岩（地獄谷累層とは

別のユニットと考えている）と南側の地獄谷累層（円礫層を

主とする地層に限定）に，中川ほか（1983）の地質図でも北

側の凝灰岩と南側の巨礫層に，尾崎ほか（2000）の地質図で

はすべて鬼ヶ辻泥岩砂岩層にされている．

　飯盛山の東斜面にある小さな沢（Fig．5の地点D）では，地

＊このフィッショントラック年代測定用サンプルは「石仏凝灰岩」か

　ら採取されたことになっているが，尾崎ほか（2000）の地質図では

　その場所に「石仏凝灰岩」の分布は示されていない．
＊＊ ｱのほか，西田（1990）は奈良市地獄谷の「石仏火砕岩」（島倉，1963

　の石仏凝灰岩の模式地のもの）を採取してフィショントラック年

　代を測定し，15．2±0．9Maという値を得ている．



河　村　善　也 31

　簿・’

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　！か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
`　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹　　　　　　　　！

　　　　　　　　，一一’一一‘、　　　　　　　　！
ノ　　　　ヤヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　やしのド

漸澱！’ヌ久∋・

1　　　／’、、　　　’／、オ1
ノ　　　ノ　　ヤ　　ノ　ヘ　お　ノノ／へ・、＼、ノ！／乞＼’・解

、／二／ノ／’殴こでノンつ2’モー、
　ノ　　　　　　ノ　　　　　　　　　ヤリノ　　　ノ　　　ヤ　　　　ヤ　　ヤ

ノ　　　ノドチ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　ヤヤ　　ヤ　ヤ

壬1二∫劣三三きごン…・き憶
　一　　　一　　　　　　、、　　　　　　　　　　　　￥　、　、、 ￥’　　　　　　0　　　100m

N

OsakaGroup　　　MikasaAndesite　　　SonohaGrave1

匿劃sand　羅andesite　鵬gravel
Jigokudani　Formation

猛tu任ace・ussandst・ne・rmudst・neandsandypebblegravel

Basement　rocks

團granite

睡蜀b・uldergrave1・rc・ng1・merate

Fig。5．Routemap　ofMt．Iimori．

獄谷累層の白色凝灰質砂岩や凝灰岩（厚さ1～2m）と厚さ1

m前後の砂岩や中礫サイズのチャート礫を含む砂礫岩が重

なっているのが観察される．このような岩相の特徴は月ヶ瀬

街道に沿った地域の地獄谷累層の一部にも，また三笠温泉の

東斜面のものの一部にも類似しているが，Fig．2の地質図で

はとりあえず前者に含めておいた．

2．ソノハ礫層

　ソノハ礫層は本調査地域の中央にあるソノハ付近で典型的

に発達する厚い礫層で，糸魚川ほか（1953）によって命名さ

れた．本調査地域が主な分布域で，この地域にかたまって分

布している（Fig．2）．層厚は最も厚いところで約70mであ

る．大磯～中礫サイズの円～亜円礫がぎっしりつまった特徴

的な礫層で，固結度はあまり高くなく，層理は一般に不明瞭

である．大磯サイズの礫には湖東流紋岩とチャートの礫が多

く，中礫サイズのものではチャート礫が圧倒的に多い．露頭

では白色の湖東流紋岩の礫がよく目立ち，風化が進んで

チャート礫以外の礫が「クサリ礫」になっていることも多い．

このような岩相をもった礫層は，大阪層群の礫層や地獄谷累

層の礫岩とは一般に区別が容易であり，筆者はフィールドで

「ソノハ型の礫層」（“Sonoha”type　grave1）と呼んでいる．か

つてソノハとその周辺にあった多数の大きな露頭での観察に

よれば，ソノハ礫層には場所や層準による岩相の変化があっ

て，どこでも「ソノハ型の礫層」の岩相を示すわけではなく，

礫径が全般に小さく中礫サイズの礫が主体の礫層になってい

たり，礫種組成が「ソノハ型の礫層」のそれとかなり異なる

場合もある．また厚さ2m以下の砂や泥のレンズを挟むこ

ともある（Fig．3の地点25の柱状図やFig．9の地点24の柱

状図参照）．

　ソノハから佐保川の谷を挟んで対岸の飯盛山周辺にも厚い

ソノハ礫層が分布している（Fig．2）．さらにその南では，ソ

ノハ礫層は東西方向に走る鬼ヶ辻断層によって切られて大き

く変位している．飯盛山山頂には三笠安山岩があって，その

下位に礫層があることはすでに春本（1932）の地質図や断面

図に示されているが，飯盛山山頂の東側にある有名な露頭

（Fig．1とFig．5の地点4）では三笠安山岩がソノハ礫層を

覆っているのが，現在でも直接観察できる（Fig．6）．本調査

地域を含め三笠山とその周辺を詳しく調査した粉川（1956）

は図や写真を示してこの露頭の意義を説明し，「（三笠安山岩

とソノハ礫層の関係を示す）この様に確実な露頭は他にはな

かった」（P．84）と述べている．

　飯盛山とソノハのソノハ礫層の礫種組成を調べた飯田

（1980）は相互の間に若干の違いはあるものの，類似の岩相

を示す大福礫層（京都府南部の信楽高原上に分布）との間に

違いがあることを見出している．上に述べたようにソノハの
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　was　taken　on　November　l7th，200L

ソノハ礫層の岩相には場所による違いがあって飯盛山のソノ

ハ礫層の岩相もそのような変異の中に含まれると考えられる

こと，ソノハと飯盛山は近接していてその間の佐保川の谷に

断層などの地質構造を示す証拠がないこと（Fig．2）から，古

くから言われているようにソノハのソノハ礫層と飯盛山のも

のは同一のものと考えるのが自然である．ソノハや飯盛山の

ソノハ礫層と大福礫層は別のものとする飯田（1980）の結論

は次に述べるソノハ礫層の年代に関する考察からも妥当なも

のであり，それらが同一時期（鮮新世）の一連の堆積物とす

る尾崎ほか（2000）の見解は根拠に乏しく妥当なものではな

い．

　飯盛山の三笠安山岩のK－Ar年代は，巽ほか（1980）によっ

て13．1±L2Maと測定され，この値は後述する多くの三笠

安山岩の年代値とほぼ一致する．飯盛山ではソノハ礫層は三

笠安山岩の下位にあり，前述のように月ヶ瀬街道沿いの地域

では地獄谷累層の上位にあって，尾崎ほか（2000）にあげら

れたフィッショントラック年代を用いれば，ソノハ礫層は

13．1Maと15．5Maの間のもので中期中新世のものと結論さ

れる．

　ソノハ礫層は最初，大阪層群の佐保累層が側方変化したも

のと考えられた（糸魚川ほか，1953；粉川，1954，1956）．

しかし，その後は両者が不整合で接していると見なす研究者

が多い（松岡，1974；横田ほか，1978；中川ほか，1983；西

田，1990）．筆者の調査では，緑ヶ丘浄水場を通る東西方向

の尾根から上梅谷にかけての地域や中ノ川の地点9，10付近

で，大阪層群の上梅谷砂層や鹿背山互層がソノハ礫層にア

バットしていると見なせること，両者が侵食面で接している

ことを示す露頭があること（Fig．7）から，両者の関係は不整

合と結論づけた．また，ソノハ礫層と地獄谷累層の関係につ

いては，多くの研究者が不整合としているが（粉川，1956；

嶋倉ほか，1971；中川ほか，1983など），横田ほか（1978）

のように整合と考え，地獄谷累層，石仏凝灰岩（地獄谷累層

から分離して一つのユニットとして扱われている），ソノハ

礫層，それに三笠安山岩までを一つの層群（室生層群）にま

とめる考えもある．ここでは地点25で両者の間に侵食面が

見られること，月ヶ瀬街道に沿う地域の調査で，ソノハ礫層

の下位に接する地獄谷累層の岩相が場所によって異なり，場

所ごとにその層準が異なる可能性があること，月ヶ瀬街道に

沿う地域とその周辺で両者の間に若干の構造の差があること

から，両者の関係は不整合と考えた．

　ソノハ礫層は，調査地域の中央部では場所による層厚変化

はあまりないが（Fig．2の断面図参照），調査地域の西部では

西方に向かって急激に薄くなっているようで，そのことは緑

ヶ丘浄水場の南の基盤の高まりにソノハ礫層がアバットして

いて，それより西方の地域では地表での分布が非常に限られ

ていることから推定される（Fig．2）．また鬼ヶ辻断層より南

の調査地域南縁部でも急激に薄くなったり，なくなったりし

ているようで，三笠温泉の東側（地点2付近）では地獄谷累
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Fig．7．Unconfo㎜able　relationship　between　the　Sonoha　Gravel　and　Osaka　Group　at　Locality7．The　photo　was　taken　on　December30th，1999．
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層の上にすぐ三笠安山岩が現われ，ソノハ礫層は調査した範

囲では見られなかった．ソノハ礫層は今回の調査地域東縁で

も基盤にアバットしているようで（Fig．2のA－Bの断面図），

地点25から地点23にかけての南北の谷以東ではほとんど見

られない．調査地域の北縁部の東半でも，基盤にアバットし

ていて，北方へは分布が広がっていない．その西半では大阪

層群がソノハ礫層を覆っているので，北方への分布の広がり

は地表ではわからないが，近畿農政局計画部（1980，1983）

に示されている上梅谷（270という番号のついた地点でFig．

2の上梅谷付近）のボーリング柱状図には地表下約110mの

基盤まで「礫混り砂」や「粘土混り砂」，「礫混り粘土」，「粘

土・砂の互層」，「粘土」が繰り返していて，ソノハ礫層のよ

うな礫層はまったく記載されていない＊．上にも述べたよう

に，ソノハ礫層は分布が本調査地域にほぼ局限されるという

のが筆者の考えで，尾崎ほか（2000）のように北方へのびて

河村（1993）が記載した観音寺礫層と連続し，両者は同一時

期の一連の堆積物とする考えは，このようなことからも妥当

なものとは言えない．

　筆者はソノハ礫層が中期中新世の河成堆積物であって，調

査地域の北方や東北方に分布し類似の岩相をもつ鮮新世の大

福礫層や観音寺礫層などとは別のものと考えているが，両者

の違いをまとめると以下のようになる．

（1）ソノハ礫層は三笠安山岩に覆われ，地獄谷累層を覆うの

　で，それらの放射年代から13．1Maと15．5Maの間の堆積

　物と考えられるが，大福礫層など類似の礫層はそれよりは

　るかに新しい．

（2）飯田（1980）が述べているように，ソノハ礫層と大福礫

　層などとの間には礫種組成に若干の違いがある．

（3）ソノハ礫層は上に述べたように一箇所にまとまった分布

　を示し，分布域も比較的広く，層厚も厚いが，大福礫層な

　どは基盤上の谷状になった細長い凹地を埋めて堆積してい

　ることが多く，層厚も一般に薄い．

（4）ソノハ礫層は厚い火山砕屑岩をもつ地獄谷累層をその下

　位に伴い，互いが不整合の関係にあるとしても，横田ほか

　（1978）が考えたように，それらは一つのユニットを構成

　するとも見なせる．しかし，大福礫層などではそのような

　ものは一般に伴われていない．

　これらの違いの中で（3）と（4）にあげたソノハ礫層の特徴

は，地獄谷地域の地獄谷累層の上に重なる石切峠礫層（粉川，

1956；嶋倉ほか，1971）にもあてはまるので，この礫層はソ

ノハ礫層に対比され，大福礫層などとは別のものである可能

性がある．

　ソノハ礫層は化石に乏しく，わずかに粉川（1955，1956）

がソノハ付近の「Loc．66」の炭質シルトレンズから
C朋n∫n8hα〃ziα々on’si∫Hayataの葉化石とW∫∫s　sp．の種子化石

の産出を報告している．また松岡（1974）は，「ソノハ累層（ソ

ノハ礫層，石切峠礫層などを含む）」の礫岩中の炭質泥岩から

Cα脚，L吻蜘〃2わαr，〈ケssα，F∫㎜’αnα？，Cα6s吻∫n’α，飽励即α？

などの花粉化石の産出を記しているが，その産出地点は示さ

れていない．

＊同じ柱状図を使っていると思われる清水・川崎（1978）の図一4の

　W4の柱状図では，なぜか地表下20m以深をすべてソノハ礫層と
　しているが，このような岩相のものをソノハ礫層と認定するのは

　無理である．また同じ図のW1とW2のボーリング柱状図（W1

　はW4の北北西約0．5kmの地点，W2はW4の北北東約1．3km
　の地点）でもその下部にソノハ礫層とされる部分が記されている

　が，大阪層群の中にもソノハ礫層とやや類似した湖東流紋岩の大

　礫サイズの礫を含む部分があり（例えばFig．7の不整合面直上の礫

　層）があるので，大きな露頭の観察ではなくボーリングの資料の

　みでソノハ礫層を認定するのは困難と考えられる．

3．三笠安山岩

　三笠山をつくる安山岩は古くから文献に登場するが，損山

（1926）はこれを三笠山安山岩と呼び，その後粉川（1954）が

三笠安山岩と呼んで，それがその後も一般に使われている．

三笠安山岩の分布の中心は本調査地域の南にある三笠山一帯

で，本調査地域のものはその北端にあたる．粉川（1956）に

よれば，この安山岩は西に傾斜した比較的薄いシート状の岩

体をつくっていて，厚さは最大でも50mを超えないと言わ
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れている．本調査地域では前述のように3ヶ所に分かれて分

布し，三笠温泉付近では厚さ40m以上，飯盛山で約30m＊，

地点1では約2mである．佐保川の谷より北には分布せず，

この谷の付近で急激に薄くなって尖滅しているものと思われ

る．

　三笠安山岩の直下には凝灰岩などの火山砕屑岩が伴われて

いることが多く（Fig．6とFig．8），中川ほか（1983）はこれを

「三笠凝灰角礫岩」と呼んでいるが，すくなくとも本調査地域

では地質図に表現できるほどのユニットではないので，三笠

安山岩に一括した．粉川（1956）はこれを「三笠安山岩と不即

不離の関係にある輝石安山岩質凝灰岩」と呼び，三笠安山岩

とは異なる角閃石紫蘇輝石安山岩の礫を含むと述べている

が，そのような礫は地点1の凝灰岩中に観察された（Fig．8）．

　三笠安山岩の年代としては，前述の飯盛山のものの値（13．1

±L2Ma）のほか，13．3±2．3Ma（川井・広岡，1966；K－Ar

法），13．0±1．3Ma（西田，1990；フィッショントラック法），

13．0±0．5Ma（Tatsumi6∫α1．，2001；K－Ar法）という値が報告

されているほか，松岡（1974）は上述の三笠安山岩直下の凝

灰岩のフィッショントラック年代として，西村　進の未公表

データ（13Ma）をあげている．このように多くの年代値か

ら，三笠安山岩は13Ma頃のものと考えてよい．

　前述のように，三笠安山岩は飯盛山でソノハ礫層を覆って

いるが（Fig．6），後述する大阪層群との直接の関係を示す露

頭は本調査地域では見られなかった．しかし，すでに粉川

（1954，1956）が指摘しているように，本調査地域やその周

辺で大阪層群の礫層，砂礫層中に三笠安山岩の礫が含まれて

＊飯盛山山頂付近（Fig．5の地点。から地点4にかけて）では，近年

　の台風で倒れた樹木の根元に三笠安山岩の小露頭が多数現れ，三

　笠安山岩の分布の様子がよくわかるようになった．ここでは，ソ

　ノハ礫層と三笠安山岩の境界面は標高195m付近にあって，後者
　はほぼ水平にソノハ礫層の上に乗っていることがわかった．そこ

　から山頂まではすべて三笠安山岩なので，その厚さは約30mと
　なる．

いることがあること，上に述べた三笠安山岩の年代が大阪層

群の推定される年代と大きくかけ離れていることから，三笠

安山岩は大阪層群に不整合に覆われると考えるのが妥当であ

る．

4．大阪層群

　本調査地域の大阪層群は，その北西に連続する奈良丘陵の

もの（河村，1993）と同様，未固結の泥，砂，礫からなり，薄

い火山灰層を挟む．奈良丘陵のものは，大きく下位の木津累

層と上位の佐保累層に区分されているが，本調査地域のもの

は前者の中・上部と後者の最下部にあたる．本調査地域の大

阪層群の分布は，ソノハからその北方へと広がるソノハ礫層

の分布域によって東西に二分されている（Fig．2）．西側の分

布域は河村（1993）の調査地域とほぼ重なっており，そこに

分布する地層は木津累層上部にあたり，後述する燈籠寺互層

の同時異相である上梅谷砂層，それに佐保累層下部の鴻ノ池

互層である．それらについては河村（1993）に述べられてい

るので，ここでは繰り返さない．

　一方，東側の分布域は中ノ川を中心とする地域で，奈良丘

陵の燈籠寺互層とその下位の鹿背山互層にあたる地層が分布

しているが，そこは堆積盆の縁辺にあたるために，奈良丘陵

の同層準の地層とは岩相が異なっている．すなわち，奈良丘

陵では鹿背山互層と燈籠寺互層はともに泥層と砂層の互層を

主体とする部層で，前者は花崗岩質の粗粒砂からなる砂層を

含む点で後者と区別できるが（河村，1993），中ノ川を中心

とする地域では，鹿背山互層に相当する層準の地層と燈籠寺

互層に相当する層準の地層は，ともに泥層と礫層の互層を主

とする地層で（Fig．9），両者の岩相の間に明確な差は見出せ

なかった．したがって岩相層序という観点では，これらを一

括して奈良丘陵のものとは異なったユニットと考え，新しい

名称をつけるのがよいのかもしれないが，Fig．2とFig．9で

は奈良丘陵との関連性をわかりやすくするために，鹿背山互
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層に相当する部分を奈良丘陵の場合と同様に鹿背山互層，燈

籠寺互層に相当する部分を燈籠寺互層と表現した．これらの

それぞれと，そこに挟まれ鍵層として重要な火山灰層につい

て以下に説明する．

（1）鹿背山互層に相当する層準の地層

　後述の鹿背山H火山灰層より下位の地層で，厚さは5～15

mにすぎない．灰色の泥層と中礫サイズのチャートの亜円～

亜角礫を主とする礫層・砂礫層が不規則に繰り返しているこ

とが多く，大きな露頭ではそれらが上下だけでなく側方にも

激しく移り変わっている様子が観察できる（地点20，Fig．

10）．また砂層を伴っていたり，灰色の泥層が一部泥炭質に

なっていて植物化石を含むことがある（例えば地点7や

16）．さらに薄い白色～灰白色の粘土化した火山灰層（厚さ20

cm以下）を挟むことがあり（地点10，20および24），これ

は奈良丘陵の鹿背山1火山灰層に対比される．

　このような地層は，前述のようにその下位のソノハ礫層と

不整合で接するが（Fig．7），不整合面の直上には大磯～中礫

サイズの円～亜円礫を主とする礫層を伴っていることがある

（地点7と8；Fig．7とFig．9参照）．このような礫層には，ソ

ノハ礫層のように湖東流紋岩の大礫が含まれているが，その

含有率は典型的なソノハ礫層（前述の「ソノハ型の礫層」）よ

り低く，チャートの大磯がそれよりかなり多い．さらに，こ

のような礫層には三笠安山岩の大礫がかなり含まれている点

でもソノハ礫層とは異なる．またこのような礫層は上位の灰

色泥層に漸移するのが，地点7で観察できる．ソノハ礫層と

の不整合面直上にはこのような礫層が発達する場合と，それ

がなく泥層や砂層が直接ソノハ礫層の上に乗っている場合と

がある（地点23と24；Fig．4とRg．g）．

（2）鹿背山皿火山灰層

　中ノ川を中心とする地域の各地に見られる比較的厚い火山

灰層で，奈良丘陵の鹿背山H火山灰層と対比されるものであ

る．奈良丘陵では，鹿背山互層とその上位の燈籠寺互層の境

界はこの火山灰層を基準に設定されているので（河村，

1993），この火山灰層を基準にして鹿背山互層に相当する地

層と燈籠寺互層に相当する地層を区分した．一般に白色～淡

黄灰色の細粒火山灰からなるが，その中に細かい有色鉱物の

粒が見られることがあり，場所によっては粘土化しているこ

ともある．層厚は最も厚いところで1．4mであるが，厚さの

変化は激しく一つの露頭でも側方に尖滅してしまうのが観察

されることもある（地点7，Fig．9）．また厚いところでは，ピ
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Fig．10．Typical　lithofacies　of　the　Kaseyama　Altemation　Member　in　the　study　area　observed　at　Locality20．The

　sketch　was　drawn　on　November　l5th，1974．

。1面脈　　噛蹄躍鋤、鵡φ◇◎，

Fig．11．Unconformable　relationship　between　the　Osaka　Group　and　older　temce　deposits　at　Locality3．The　sketch

　was　drawn　on　June　lst，1974．

ンク色がかっていてやや粒子が粗く有色鉱物の粒が見られる

下部（0．8m）と灰白色でより細粒の上部の2層に分かれるこ

ともある（地点8）．このほか，この火山灰層の中に薄い泥層

が挟まって，上下2層に分かれていることもある（地点24）．

　なお，横山・中川（1984）は地点22のものを「切通火山灰

層」，地点7～10付近のものを「鹿背山火山灰層」としている

が，Fig．2からも明らかなようにこれらは同一のもので，鹿

背山H火山灰層である＊．また，中山・河村（1993）は奈良丘

陵の鹿背山H火山灰層の特徴を詳しく記載している．

（3）燈籠寺互層に相当する層準の地層

　鹿背山H火山灰層より上位の地層で，厚さは25m以下に

すぎない．鹿背山互層に相当する層準の地層と同様，灰色の

泥層とチャートの亜円～亜角礫を主とする礫層・砂礫層が不

規則に繰り返した地層が主体をなし，そのような泥層や礫層・

砂礫層の側方への変化も激しい（Fig．9の地点15の柱状

図）．中～大磯サイズの比較的厚い礫層が発達することもあ

り（地点24），より上位の層準になると，場所によってはや

＊横山・中川（1984）の「切通火山灰層」には河村（1993）の再定義し

　た切通火山灰層とここで述べた鹿背山H火山灰層が含まれている

　ことは，河村（1994）が指摘している．なお，地点10のものは鹿
　背山1火山灰層である（Fig．9）．

や厚い砂層が見られることもある（例えば地点12や14）．地

点7では鹿背山H火山灰層の約8m上位にある灰色泥層中

に切れ切れになった厚さ数cmの白色で粘土化した火山灰層

が挟まれていた（Fig．9）．また，この地点の鹿背山H火山灰

層からL5m前後上位の層準にあるレンズ状になった砂層や

灰色の泥層中からは多くの植物化石が得られた．一方，粉川

（1955，1956）は中ノ川の「Loc．67」の炭質粘土からP∫68αsp．，

3碗餌s“2鷹ron伽s　L．，Corεx　sp．，5加r8αn加n　sp．の葉片や種子

の化石を報告しているが，それらはここに述べた燈籠寺互層

に相当する層準の地層から産出したものと考えられる．

　なお，尾崎ほか（2000）はその地質図で，この地域の大阪

層群をすべて鹿背山互層と表現しているが，鹿背山互層を切

通火山灰層と鹿背山H火山灰層の層準に挟まれた地層と定義

するのであれば，この地域の鹿背山H火山灰層より上位の地

層は下位のものより厚いくらいであるから，その地質図には

ここに述べた燈籠寺互層に相当する層準の地層（尾崎ほか，

2000では上梅谷砂層）をFig．2のように表現しなくてはなら

ない．

5．段丘堆積物

　緑ヶ丘浄水場のある東西方向の尾根上の段丘面を構成する
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堆積物で，その露頭は河村（1994）の図7に明確に示されて

いるように，緑ヶ丘浄水場内とその周辺で多数見られた．そ

のほか本研究の地点3でも，下位にある大阪層群の上梅谷砂

層を顕著な傾斜不整合で覆う段丘堆積物が観察された（Fig．

11）．この段丘堆積物は，糸魚川ほか（1953）の奈良坂礫層，

粉川（1954，1956）の新期礫層，横田ほか（1978）や中川ほ

か（1983），横山・中川（1984），尾崎ほか（2000）の高位段

丘堆積物，河村（1993）の旧期段丘堆積物にあたる．

　この段丘堆積物は，主に大磯～中礫サイズの亜円～亜角礫

からなる礫層で，礫種としてはチャート，湖東流紋岩，三笠

安山岩などがあり，大磯サイズ以上の礫には三笠安山岩や湖

東流紋岩の礫が多く，特に前者の礫では径40cm以上におよ

ぶものも見られた．三笠安山岩の礫は，佐保川の谷より南に

ある三笠安山岩の分布地域から供給され，湖東流紋岩の礫は

すぐ東に分布するソノハ礫層の中に入っていたものが二次的

に洗い出されたものと考えられる．中礫サイズの礫には

チャートが非常に多い．礫層の基質は赤褐色～黄褐色の砂質

泥で比較的軟らかい．緑ヶ丘浄水場内の工事現場で観察され

たところではこのような礫層の厚さは約6mで，その最上

部0．5mはチャート礫が漂白され，その上位にある赤白のま

だら模様になった特徴的な泥層に漸移し，さらにその上の薄

い表土の上は段丘面になっていた（河村，1994の図9参照）．

地　質　構　造

　本調査地域の新第三系・第四系は全体として西ないし西北

西にゆるく傾斜しているため，西から東に向かって順に下位

の地層が現れることになる（Fig．2のA－Bの断面）．すなわ

ち本調査地域の西部では大阪層群が主に分布し，中央部には

ソノハ礫層，東端や東南端には地獄谷累層が分布している．

ただし本調査地域東部の中ノ川を中心とする地域には，ゆる

やかな向斜構造があるため大阪層群が再び現れることにな

る．地層の傾斜は調査地域西部では特にゆるく，一般に10。

以下で水平になるところも多い．調査地域東端や東南端では

傾斜がやや急になり，そこに分布する地獄谷累層の傾斜は

15。～30。である．

　本調査地域の断層として最も顕著なものは，この地域の南

部を東西に走る鬼ヶ辻断層である（Fig．2）．この断層はすで

に粉川（1954）に述べられていて，粉川（1956）は「北落ち正

断層で，飯盛山南側の尾根ではソノハ礫層と基盤花崗岩類の

接する露頭が観察される」と記している．また，「（他の研究

者が）この断層を詳細に再検討し，落差を40m＋と推定し，

飯盛山の東でトレンチング・ボーリング・放射能探査を行

い，その存在をさらに確証し，その微細構造をも明らかにし

た」とも述べている．同様のことは嶋倉ほか（1971）も述べ，

IkebeandShimakura（1968）や横田ほか（1978）の地質図にも

この断層は描かれている．ところが，中川ほか（1983）や横

山・中川（1984）の地質図には描かれておらず，尾崎ほか

（2000）も「存在が確認できなかった」として地質図に描いて

いない．

　筆者による飯盛山周辺の調査で作成したルートマップ

（Fig．5）をもとに説明すると，飯守町の南のA地点の林道沿

いでは斜面の低い所に「ソノハ型の礫層」が見られ，斜面を

南へ登って行くと大阪層群の砂層や砂礫層が現れ，その先で

急に花崗岩に変わる．Fから南西へのびる谷でも谷の入口付

近には礫層が見られるのに，この谷をすこし奥へ入ると谷底

はすべて花崗岩になり，谷の北西斜面は屋根まですべて花崗

岩が分布している．飯盛山山頂付近（地点4からCにかけて）

とその北西および北東斜面では，山の高所から順に三笠安山

岩，ソノハ礫層，地獄谷累層が分布し，これらはほぼ水平に

重なっていて（Fig．2の。－Dの断面図），花崗岩は飯盛山の

西北西の佐保川近くの低い場所にわずかに露出するだけであ

る（Fig．5）．もし飯盛山の南に何の構造もなければ厚さ50m

にもおよぶソノハ礫層はB付近やそこから東へのびる谷，さ

らにFから南西へのびる谷に広く分布するはずであるが，そ

こでは大部分に花崗岩が見られる．飯盛山山頂の南の屋根上

の地点E付近には露頭はないが，ソノハ礫層に由来すると

思われる大礫サイズのチャート礫が地表に多数ころがってい

て，そこから南へ行くとそのような礫は見られなくなる．以

上のような事実を説明するには，地点AとBの間から地点

Eを通ってFにぬける北落ちの断層を考えるのが最も自然で

あり，そのような断層は粉川（1954，1956）の述べている鬼

ヶ辻断層とよく一致し，粉川（1956）による断層露頭観察の

記述やトレンチ・ボーリング調査の結果の記述もその存在を

強く支持する．そのため，Fig．2では鬼ヶ辻断層を実在する

断層として地質図に表した．鬼ヶ辻断層は地点Fから東で

は，佐保川の谷の沖積層の下にかくれてしまうが，鬼ヶ辻や

その東では佐保川の谷に沿ってのび，地獄谷累層と花崗岩の

境界になっているものと考えられる．一方，地点Aから西

では地点2のすぐ北で，地獄谷累層の凝灰岩や礫岩が大阪層

群の砂・砂礫層に変わる所を通ると推定した（Fig．2）．そこ

は地形が南から北に急になだらかになる所でもある．しかし，

粉川（1956）は三体山の南の鞍部（三笠温泉付近のこと）にお

いて，「三笠安山岩中に走向N600～70。E，傾斜70。Nの見

事な鏡肌を観察した」と述べ，これを鬼ヶ辻断層の西端と考

えている．もし，この観察に従うなら，鬼ヶ辻断層の西端は

Fig．2に示した位置よりやや南を通り，三笠温泉付近を通っ

ていることになる．

　鬼ヶ辻断層以外の断層では，中ノ川の東の地点23で見ら

れた断層（Fig．4）がある．この断層はN300Eの走向をもち，

この地域の地獄谷累層と大阪層群またはソノハ礫層との境に

なっている．また地点1では三笠安山岩の直下にある火山砕

屑岩と大阪層群が走向N85。W，傾斜46。Sの逆断層で接し

ているのが観察された（Fig．8）．

最近の研究の問題点

　都市化の進んだ都市近郊では，露頭が以前よりはるかに少

なくなり，地層を観察できる条件が以前よりはるかに悪く

なっている．そのため，新しい研究では，従来の研究成果を

精査し，その成果を十分に生かす必要がある．さらにその上

に，現在でもまだ残っている露頭は徹底的に調査するという
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研究態度が必要であろう．そのようにしないと，従来のもの

より精度の高い地質図を作ることはできない．地質学を進歩

させるためには，より精度の高い地質図を作ることがその基

礎となるということは言うまでもない．十分な野外調査も行

われず，従来の研究の精査も行われず，少ないデータをもと

に自分流の勝手な解釈が行われたとしたら，でき上がった地

質図は従来のものより精度の悪いものになってしまい，いろ

いろな混乱を引き起こすもとになってしまうことが心配され

る．

　本調査地域と奈良丘陵やその周辺地域を最初に詳しく研究

したのは粉川（1954，1955，1956）で，その研究は，実に丹

念な地質調査にもとづいて行われたものであり，そこには

フィールドでのデータが豊富に示されていて，結論を導くた

めの論拠も明確で，産出化石についても精査されており，そ

れが当時としては非常にすぐれた研究であることは同じ地域

を調査した者として強く感じるところである．粉川のこのよ

うなすぐれた研究をはじめ，その後の多くの研究者の研究成

果が，ごく最近出版された尾崎ほか（2000）の地質図やその

説明書に，十分に生かされていないのは残念なことである．

この地質図は5万分の1の地形図一枚分の広大な地域を扱っ

ているので，そのすべてにあてはまるかどうかは筆者の知る

ところではないが，少なくとも本調査地域や奈良丘陵に関し

ては多くの問題点がある．

　その端的な例は，前述の飯盛山の三笠安山岩とその下位の

ソノハ礫層について示すことができる．春本（1932）以来，多

くの研究者が地質図に記載し，粉川（1956）がその重要性を

指摘しているにもかかわらず，尾崎ほか（2000）は，「三笠安

山岩に覆われるソノハ礫層は若草山（三笠山）周辺に分布す

るソノハ礫層のみである」として，この「ソノハ礫層」をソ

ノハ・中ノ川の「ソノハ礫層」と岩相が一致しないことから

新たに「飯守礫岩層」と呼んで地獄谷累層の最上部に位置づ

けた．「飯守礫岩層」の模式地（三笠山の北西200～300mの

山腹）から考えて，この「飯守礫岩層」は粉川（1954，1956）

の地質図で三笠山山頂の北西数100mから北東数100mの

地域にかけて小さく分布する「佐保累層」のことであろう．そ

れらの地質図では，ここはあくまでも「佐保累層」であり「ソ

ノハ礫層」ではないのであって，こことソノハ・中ノ川のソ

ノハ礫層との間に岩相の違いがあることは地質図の模様で区

別されていることから粉川（1954，1956）もすでに認識して

いたと見てよい．三笠安山岩とソノハ礫層の関係を議論する

のであれば，このような場所ではなく，ソノハ礫層の模式地

のものと岩相が一致する場所で議論をしなくてはならないの

は当然のことである．そのような意味で粉川（1956）は飯盛

山山頂東の地点4を「この様に確実な露頭は他になかった」

と述べているのである．ところが驚くべきことに，尾崎ほか

（2000）の地質図では，飯盛山山頂とその周辺は「山城花崗岩」

となっているのである．このようなことからも尾崎ほか

（2000）のソノハ礫層の対比や年代観には大きな問題がある

ことがわかる（前述の筆者によるソノハ礫層の記載参照）．

　また前述のように，尾崎ほか（2000）は飯盛山の南にある

鬼ヶ辻断層をその存在が確認できなかったとして地質図に示

していないが，従来の多くの研究者がその存在を認めている

ものを「確認できなかった」と述べるのであれば，どのよう

な調査をして，どの程度のフィールドデータにもとづいて「確

認できなかった」のかを，今回筆者が行ったようにルートマッ

プを示して具体的に説明してほしいものである．鬼ヶ辻断層

は周辺の地層や岩石の分布に大きく影響する重要な断層だか

らである．

　以上のような例やその他多くの事例から，本調査地域では，

尾崎ほか（2000）の地質図は地層の分布や地層区分が不正確

と言わざるを得ない．また，同様のことは，筆者が精査した

奈良丘陵についても言えることである．

ま と め

　この論文では，奈良市中ノ川とその周辺に分布する新第三

系・第四系についての研究結果をまとめた．その内容を要約

すると次のようになる．

1）この地域の新第三系・第四系は，領家帯の花崗岩を基盤

としており，下位から地獄谷累層，ソノハ礫層，三笠安山

岩，大阪層群，段丘堆積物，沖積層に区分される（Fig．2）．

2）地獄谷累層とソノハ礫層，三笠安山岩は中期中新世のも

ので，大阪層群は後期鮮新世～前期更新世のもの，段丘堆

積物は中期更新世後期のもの，沖積層は完新世のものと考

えられる．

3）本調査地域の地獄谷累層は分布域が狭く，しかも3つの

地域に分かれて分布する．それらの地域のうち，三笠温泉

の東から飯守町の南にかけての地域では主に凝灰岩と礫岩

からなる地層が，中ノ川東方の地域では亜炭を伴う砂岩・泥

岩互層が，月ヶ瀬街道に沿った地域では凝灰岩を主とし凝

灰質泥岩や凝灰質砂岩を伴う地層が分布する（Fig．3）．こ

れらの3地域の地獄谷累層の相互の関係は，本調査地域の

データだけではわからなかった．

4）ソノハ礫層は，本調査地域に広く分布する大磯～中礫サ

イズの円～亜円礫を主とする礫層で，層厚は最大で70m

に達し，湖東流紋岩の大磯を特徴的に含んでいる．

5）ソノハ礫層は地獄谷累層を不整合に覆うが，飯盛山で三

笠安山岩に覆われる（Fig．6）．地獄谷累層と三笠安山岩の

放射年代の測定値から，ソノハ礫層は15．5Maと13．1Ma

の間のものと考えられる．

6）ソノハ礫層は，年代や礫種組成，分布様式，層厚，下位

に伴う地層の特徴から，本調査地域の北方に分布する鮮新

世の類似の礫層（大福礫層，観音寺礫層など）とは別のもの

と考えられる．

7）三笠安山岩は黒色緻密な安山岩で，本調査地域では三笠

温泉付近，飯盛山山頂と飯守町の西の地点1（Fig．1参照）

に分布する（Fig．2）．厚さは場所によって40m以上から2

mまで大きく変化し，その直下には凝灰岩などの火山砕屑

岩をしばしば伴う（Fig．6とFig．8）．これまでに測定された

多くの放射年代測定値から，この安山岩は13Ma頃のもの

と考えられる．

8）本調査地域の大阪層群は未固結の泥，砂，礫からなり，薄
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い火山灰層を挟む．その分布域は調査地域中央のソノハ礫

層の分布域によって東西に二分されている（Fig．2）．西側

の地域のものはすでに河村（1993）によって記載されている

ので，ここでは東側のものについて述べた．

9）東側の地域（中ノ川を中心とする地域）のものは厚さ40

m以下で，その中に挟まれる鹿背山H火山灰層を境に下位

の鹿背山互層に相当する層準の地層と上位の灯籠寺互層に

相当する層準の地層に分けて記載した．両者はともに灰色

泥層と中礫サイズのチャート礫を主とする礫層・砂礫層が

不規則に繰り返すという岩相を示すが，砂層や大磯サイズ

の礫を主とする礫層を伴うこともある（Fig．9とFig．10）．

10）本調査地域では，緑ヶ丘浄水場のある東西方向の尾根上

に段丘堆積物が分布する（Fig．2）．大磯～中礫サイズの亜

円～亜角礫を主とする赤褐色～黄褐色の礫層で，厚さは約

6m，三笠安山岩の礫を多く含む（Fig．11）．

11）本調査地域の新第三系・第四系は全体として西ないし西

北西にゆるく傾斜しているが，中ノ川を中心とする地域で

は，ゆるやかな向斜構造が見られる（Fig．2）．本調査地域

で最も顕著な断層は，その南部を東西に走る鬼ケ辻断層で，

そのほか地点23や地点1にも地質図に表現できる程度の断

層が存在する．

12）本調査地域について，最近の研究（尾崎ほか，2000）の

問題点を指摘した．河村（1993）が精査した奈良丘陵でも同

様の問題があることにも触れた．

あ　と　が　き

　不慮の事故で中山勝博さんが他界されたことは，ほんとう

に残念で残念でたまらない．中山さんの追悼論文集が企画さ

れ，原稿を依頼されたとき，筆者が卒業論文以来やってきた

奈良丘陵の研究で，まだまとめていないデータをまとめてみ

ようと思い立ったのは，今でも中山さんが「残った仕事をま

とめてよ」と励ましていてくれるような気がしたからである．

中山さんの研究に対する情熱と真摯で地道な研究態度を思い

出しつつ本稿を執筆し，奈良丘陵についての筆者の研究に一

区切りをつけることができたのは，筆者にとっても嬉しいこ

とである．

　1975年の日本地質学会学術大会で，奈良丘陵の大阪層群

についての研究発表をして以降，筆者は第四紀哺乳類化石の

系統・分類学的研究とその生層序学的研究に没頭して，奈良

丘陵とその周辺地域での研究成果を論文にまとめる機会がな

かなか訪れなかった．そのような筆者に転機を与えてくれた

のが中山さんである．それまでに収集し手元にあった膨大な

データを系統的にまとめるため，中山さんが大いに協力して

くれたのであった．中山さんといっしょに奈良丘陵へ何度も

補足調査やサンプリングに出かけたのは，1988年頃からだっ

たと思うが，中山さんといっしょにフィールドを歩き，共同

研究を行うことによって，中山さんから河成・湖成堆積物に

ついての堆積学や火山灰層について教えられることが多かっ

た．筆者の研究の原点で古巣とも言える奈良丘陵をいっしょ

に歩いた思い出をはじめ，学生の頃からの中山さんを知って

いる筆者にとって，中山さんについての思い出は数え切れな

いくらいあるので，それは別稿（本論文集の追悼文）にまと

めることにしたい．

　中山さんと歩いた思い出の地，奈良丘陵の最後に残った

データを何とか本稿にまとめることができ，・また近年露頭が

乏しくなってきた都市近郊での層序研究についての考えなど

も本稿に述べることができた．名古屋圏で都市近郊の層序研

究に長年取り組んできた中山さんも，きっとこのことを喜ん

でいてくれるように思う．本稿を今は亡き中山勝博さんのご

霊前に捧げ，中山さんのご冥福を心からお祈りしたい．

　なお，本稿をまとめるにあたり，千葉大学園芸学部の百原

新氏と愛知教育大学の星　博幸氏には有益な情報を提供して

いただいた．記してお礼申し上げたい．
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